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	2012年度　学会連携プログラム（萌芽企画）�企画責任者：伊藤未帆（日本学術振興会　特別研究員）�「アジア的文脈から見た「公」と「私」�―東南アジアと北東アジアを結ぶ秩序と実践―」��今日、「公」と「私」をめぐる議論が、さまざまな場面で活発化しつつある。ところがこれまでの議論では、「公」と「私」を特定の地域や時代に埋め込んで理解しようとする一方で、それぞれの文脈を超えてもなお共通する側面があることは十分に明らかにされてこなかった。従来その固有性の側面が強調されてきた「公」と「私」をめぐる視座を、いったんそれぞれの固有性を離れてより広い文脈の中に置き直してみると、新しい「公」と「私」の関係性を描き出すことができるのではないだろうか。�そこで本プロジェクトでは、東南アジアと北東アジアにおけるさまざまな事例を比較研究し、どのように「公」的規範が立ちあがり、「公」の秩序を作り上げていったのか、それに対し人々がどのような「私」的対応を行ってきたのかという視点から、アジア的文脈における「公」と「私」の関係性のあり方を考えることを目的とした学会連携の可能性を探る。��

